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● シニアカレッジ新潟３会場喜びの卒業式
● 介護予防へ「歩く」、自分に合う靴選びを　
● 長岡市で県民福祉大会、功労者らを表彰

絵
　「
タ
コ
の
血
」　
　
作
家
・
佐
藤
葉
月
（
妙
高
市
）　
　＜作者一言＞ タコの血が青いのは人間でいう鉄の代わりが銅だからだそうです

巻
頭
特
集

「ねんりん」３年ぶり全国大会
　　　　片貝クラブ（  　）が優勝（２・３面）ゲート

ボール



　
シ
ニ
ア
の
祭
典
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
２
０
２
２
」（
第

34
回
「
全
国
健
康
福
祉
祭　
神
奈
川
・
横
浜
・
川
崎
・
相
模
原
大
会
」）

が
11
月
12
日
、
横
浜
ア
リ
ー
ナ
で
の
総
合
開
会
式
で
開
幕
。
15
日
ま

で
、
神
奈
川
県
内
26
の
市
と
町
で
競
技
な
ど
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
全
国
大
会
開
催
は
３
年

ぶ
り
で
、
新
潟
県
選
手
団
は
13
種
目
に
約
１
０
０
人
が
参
加
。
こ
の

中
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
出
場
し
た
「
片
貝
ク
ラ
ブ
」（
小
千
谷
市
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。
写
真
＝
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
全
国
優
勝
を
目
前
に
、

真
剣
な
プ
レ
ー
を
続
け
る
片
貝
ク
ラ
ブ
（
小
千
谷
市
）

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
で
新
潟
県
選
手
団
の
優

勝
は
初
め
て
で
す
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
男
女
混
合

の
８
人
以
下
で
チ
ー
ム
を
作

り
、
５
人
で
闘
い
ま
す
。
今
大

会
に
は
全
国
１
３
２
チ
ー
ム
が

参
加
。
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜

い
た
33
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
へ
進
み
ま
し
た
。

　
　

優
勝
ま
で
は
５
戦
。
片
貝
ク

の
初
戦
は
、
平
均
年
齢
が
若
く

て
練
習
量
も
多
く
、
強
豪
と
さ

れ
る
鹿
児
島
の
チ
ー
ム
。
片
貝

ク
の
安
達
博
栄
監
督
兼
選
手
は

「
こ
の
チ
ー
ム
さ
え
封
じ
れ
ば
」

と
全
力
で
挑
み
、
激
戦
を
制
し

ま
し
た
。

　
そ
の
勢
い
で
残
り
４
試
合
も

白
星
の
快
進
撃
。
特
に
決
勝
の

高
知
の
チ
ー
ム
と
の
戦
い
は

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
勝
ち
で
全
国
制

覇
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

片
貝
ク
は
結
成
約
30
年
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
自
慢
で
す
。

　
安
達
監
督
は
「
ま
と
ま
り
の

良
さ
で
、
２
年
後
の
鳥
取
大
会

も
狙
い
た
い
」
と
早
く
も
意
欲

的
で
す
。

３年ぶり全国大会 活気あふれ
片貝ク（　）快挙  ゲートボール片貝ク（　）快挙  ゲートボールVV小

千
谷

小
千
谷

「
強
豪
下
し
勢
い
に
」片
貝

ク

安
達
監
督

片貝クラブのメンバー。片貝クラブのメンバー。
写真左上が安達博栄監督兼選手写真左上が安達博栄監督兼選手
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卓　球
新潟県
１位グループ F ブロック　優秀賞

テニス
新潟県
４位グループ決勝トーナメント　ベスト４

ソフトテニス
新潟県
２位グループ決勝トーナメント １回戦敗退

ソフトボール
新潟ファルコンズ（県央地区）
ベスト 16　優秀賞

ゲート
ボール

ふれあい（燕）
決勝トーナメント　１回戦敗退
片貝クラブ（小千谷）
優勝
新産西（長岡）
予選リーグ　２位　１勝２敗

ペタンク 新潟県（妙高）
決勝トーナメント　１回戦敗退

ゴルフ
新潟県
団体戦　優秀賞
個人戦（65 歳～ 69 歳）白 源正　優秀賞

マラソン
男子 70 歳未満５キロ　後藤 俊雄　24 位
男子 70 歳以上３キロ　須田 八郎　12 位
男子 70 歳以上３キロ　熊谷 司伸　21 位

弓　道 新潟県
予選８中／40 射　予選敗退

剣　道 新潟県
予選リーグ敗退　０勝１敗１分

ソフト
バレーボール

越後長岡杵柄会（長岡）
２位グループ 10 組３位

太極拳 はなみずき（加茂）
50 位（56 チーム出場）

バウンド
テニス

新潟県
３位グループ決勝トーナメント１回戦敗退

真紅の県旗を先頭に堂々と入場行進する新潟県選手団の代表（写真㊤）。写真㊦は、行進する県選手団代表の姿に、
心を一つにしようと帽子を振る、観覧席の県選手団

観
覧
席
も
心
一
つ
に

観
覧
席
も
心
一
つ
に

ねんりんピック2022 県選手団の結果

新
潟
県
選
手
団

新
潟
県
選
手
団  

堂
々
の
入
場

堂
々
の
入
場
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●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「保育所・認定こども園の損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人 全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社 福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、サイバー保険、学校契約団体傷害保険、
　普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

（SJ21-12225から抜粋）

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

賠
償
事
故
に
対
応

セットプラン
保険金額

身体賠償（１名・１事故）
財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償
　　　　　　　（期間中）
うち現金支払限度額
　　　　　　　（期間中）

人格権侵害（期間中）
事故対応特別費用
　　　　　　　（期間中）

被害者対応費用

◆ 加入対象は社会福祉法人等が運営
　 する認可保育所、認定こども園

基本セット
プラン

天災セット
プラン

1億円・7億円
1,000万円

200万円

20万円

1,000万円

500万円

2億円・10億円
1,000万円

200万円

20万円

1,000万円

500万円

１名につき　5万円限度
１事故 　　10万円限度

園
児
の
傷
害
事
故
に
対
応

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金
（１日あたり）

手術保険金

通院保険金
（１日あたり）

天災補償

基本セット
プラン

天災セット
プラン

121.2万円

1,700円

1,100円 

108万円

1,500円

1,000円 

入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

程度に応じて死亡保険金額の
4％～100％

ありなし

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

❶ 職員の労災上乗せ補償
❷ 役職員の傷害事故補償
❸ 役職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

個別プラン
プラン 1　保育所業務の補償

❶ 基本補償

❷ 個人情報漏えい対応補償
❸ 保育所の什器・備品損害補償

●オプション１ ●地域子育て支援拠点事業等補償
●オプション２ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション３ ●看護職の賠償責任補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

●オプション５ 　施設の感染症対応費用補償
休業補償から各種対応費用までワイドな安心

NEW

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を
　防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用などの費用を
　幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

プラン 2
保育所利用者の補償

❶ 園児の傷害事故補償　
❷ 来園者の傷害事故補償
❸ 園児送迎車搭乗中の傷害事故補償

新型コロナウイルスを
含む特定感染症に対し、
新たなオプションが
追加されました

令和４年度
ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

プラン 4
法人役員等の補償

プラン 3
職員等の補償
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新
潟
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ

の
家
族
が
抱
え
る
様
々
な
心
配

ご
と
や
悩
み
事
を
、
福
祉
の
有

資
格
者
や
介
護
の
経
験
者
が
電

話
や
面
談
で
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

　

９
月
末
ま
で
に
相
談
者
数

２
１
５
人
、
延
べ
４
５
７
件
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
相
談
者
の
内
訳
は
75
％
が
女

性
、
25
％
が
男
性
と
な
っ
て
お

り
、
相
談
方
法
で
は
電
話
に
よ

る
も
の
が
99
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
相
談
内
容
の
分
類
と
件
数
は

下
表
の
と
お
り
で
「
介
護
・
介

助
」
に
関
す
る
相
談
が
最
多
と

な
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
認
知

症
と
診
断
を
受
け
て
い
る
家
族

に
関
す
る
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、

離
れ
て
暮
ら
す
親
の
変
化
や
、

共
に
生
活
す
る
中
で
、
認
知
症

が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
言
動
を
心

配
し
て
の
相
談
も
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
単
に
認
知
症
相
談
だ

け
で
は
な
く
、
複
雑
な
背
景
事

情
が
あ
る
場
合
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
家
族
が
認
知
症
に

な
っ
た
こ
と
を
発
端
に
、
介
護

や
金
銭
に
関
す
る
話
し
合
い
の

中
で
、
こ
れ
ま
で
顕
在
化
し
て

こ
な
か
っ
た
家
族
関
係
の
問
題

が
明
る
み
に
な
る
ケ
ー
ス
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
本
人
か
ら
の
相
談
も
一
定
数

受
け
て
お
り
、
認
知
症
と
診
断

さ
れ
て
間
も
な
く
、
こ
れ
か
ら

の
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

方
か
ら
の
相
談
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。

■相談分類別〔※令和４年度より、相談分類を一部変更し集計しています〕
保健・医療
88 件（19.3%）

介護・介助
200 件（43.7%）

福祉サービス
93 件（20.4%）

経済・生活
10 件（2.2%）

権利擁護
７件（1.5%）

家族・家庭
59 件（12.9%）

そ
の
他

若
年
性
認
知
症

認
知
症
予
防

認
知
症
へ
の
不
安

医
療
関
係
機
関

医
療
相
談

精
神
衛
生

そ
の
他

ス
ト
レ
ス
・
心
身
疲
労

介
護
・
介
助
方
法

行
動
・
症
状
対
応

そ
の
他

施
設
・
機
関
・
窓
口

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
・
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他

自
動
車
運
転

趣
味
・
余
暇
活
動

仕
　
事

年
金
・
保
険
・
手
当

生
　
計

そ
の
他

人
　
権

虐
待
（
高
齢
・
障
害
）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

成
年
後
見

相
続
・
財
産

そ
の
他

近
所
・
地
域

夫
　
婦

家
　
族

人
生
（
単
身
）

0 3 4 35 15 26 5 3 80 22 95 2 34 0 0 57 0 4 0 1 1 4 0 0 0 0 5 2 1 3 2 50 3

（単位：件）

認知症のこと、ひとりで悩んでいませんか？　お気軽にご相談ください

新潟県認知症コールセンター
相談電話 0 2 5 － 2 8 1 － 2 7

な

8
や

3
み

【所 在 地】 〒950-8575　新潟市中央区上所2-2-2　新潟ユニゾンプラザ３階
【相談時間】 月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く） ９:00 ～ 17:00

にんちしょう

新
潟
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

令
和
４
年
度
上
半
期
の
相
談
状
況

〒957-0000  新潟県新発田市富塚1419
島津印刷株式会社

・お問い合わせ・
ご質問やご相談に対し、
弊社スタッフから折り返
しご連絡いたしますの
で、お気軽にお問い合わ
せください。

TEL.0254-27-2101〈担当：吉原・水戸〉

あなたの「本」作りを
お手伝い
編集からデザインまで、

経験豊富なスタッフのサポートを

受けながら作れます!

思い出の写真や記録をまとめたい
自分の体験や想いを残したい
作品集や句集などを作り、友人に配りたい

本作本作本作りりが初が初が初めめててててのの方方方も
安安心心しししててててご相談ご相談
くくだだささささい!い!
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟
　
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
の
石

上
和
男
学
長
＝
写
真
＝
が
「
介

護
予
防
に
取
り
組
も
う
」
と
題

し
、
２
年
生
全
員
に
贈
っ
た
特

別
講
義
の
要
旨
は
次
の
通
り
。

×　
　
×

　
老
化
の
進
行
は
万
人
共
通
で

な
く
、
高
齢
者
の
筋
肉
も
訓
練

に
よ
り
増
大
す
る
。

　
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
の

３
本
柱
は「
社
会
参
加（
仕
事
、

趣
味
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
）」

「
運
動
・
身
体
活
動
」「
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
と
口
腔
機
能
の

維
持
」
だ
。

　
サ
ロ
ン
や
カ
フ
ェ
、
茶
の
間

な
ど
と
呼
ば
れ
る「
通
い
の
場
」

へ
の
参
加
は
有
益
だ
。
参
加
者

の
「
運
動
機
能
」「
要
介
護
リ

ス
ク
」
な
ど
へ
の
効
果
は
、
通

わ
な
い
人
と
比
べ
、
そ
の
差
が

次
第
に
明
確
に
な
る
。

　
「
通
い
の
場
」
は
介
護
予
防

の
柱
で
あ
り
、
通
い
を
３
、４

年
続
け
る
と
、
介
護
予
防
効
果

が
期
待
で
き
る
。

学
長
　 

卒
業
生
へ
特
別
講
義

恒
例

シニアカレッジ  卒 業生の声シニアカレッジ  卒 業生の声 要旨
抜粋（ ）

あの授業この講義
プレイバック

あの授業この講義
プレイバック

「他国の文化にふれる（アメリカ）」

「西洋音楽の魅力」

「お口の健康から元気で長生き」

「あなたはどんな未来を残すのか？」

「からだの動きを良くする為に！」

介
護
予
防
に

「
通
い
の
場
」

　今後は何らかのボランテ
ィ

ア活動に参加していきたい
。�

� （新潟）

　仲間の大切さを学んだ。
� （長岡）

　皆さん、前向きで活動的で
意欲的で、その姿勢に力をも
らった。（新潟）

　卒業後もお付き合
いできた

ら…と思える人に出
会えた。�

�
（長岡）

　知らないことの多さに

びっくり。（新潟）

　学ぶことがこんなに楽しいとは思わなかった。（長岡）

　老齢期でもまだまだ興味の
持てることがたくさん、あっ
た。（新潟）

　仲間の皆様とランチや
お

しゃべりなど、充実した時
間

を過ごせた。（長岡）

　ボランティア活動をされ
て

いる方が多いことに驚いた
。�

� （新潟）
　新しい友達ができたことに
感謝。（上越）

　社会で自分にできることに
挑戦しようという積極的な気
持ちになれた。（新潟）

　自分にできる地域活動は
何

か、真剣に考えないといけ
な

い。（上越）
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟
　
会
場
別
の
卒
業
生
は
新
潟
が

84
人
、
長
岡
が
25
人
、
上
越
が

26
人
。
最
高
齢
は
男
性
が
上
越

会
場
の
89
歳
、
女
性
は
新
潟
会

場
の
86
歳
で
し
た
。

　
今
回
の
卒
業
生
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大
す

る
令
和
３
年
度
に
入
学
し
ま
し

た
。
感
染
禍
は
翌
４
年
度
に
一

時
期
、
落
ち
着
き
を
見
せ
ま
し

た
が
、
夏
場
に
は
感
染
の
第
７

波
が
急
拡
大
。
手
指
の
消
毒
や

教
室
の
換
気
な
ど
に
気
を
緩
め

ら
れ
な
い
状
況
の
中
で
授
業
が

続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
会
場
の
卒
業
式
は
新
潟

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新
潟
市
中

央
区
）
で
、
長
岡
会
場
は
ア
ト

リ
ウ
ム
長
岡
（
長
岡
市
弓
町
）

で
、
上
越
会
場
は
高
陽
荘
（
上

越
市
西
城
町
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
、
石
上
和
男
学
長
が
全

卒
業
生
一
人
一
人
に
修
了
証
書

を
授
与
し
ま
し
た
。

　
新
潟
会
場
で
の
式
辞
で
石
上

学
長
は
「
新
型
ウ
イ
ル
ス
で
大

変
な
時
期
の
学
び
に
は
苦
も
楽

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
全
て
が

人
生
の
血
と
な
り
肉
と
な
る
。

そ
れ
ら
を
今
後
の
人
生
に
生
か

し
、
さ
ら
に
勉
強
も
続
け
、
成

果
を
社
会
に
還
元
し
て
く
だ
さ

い
」
と
、
は
な
む
け
の
言
葉
を

贈
り
、
激
励
し
ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
１
人
、
吉
田
智
代

子
さ
ん
＝
新
潟
市
西
区
＝
は

「
学
ぶ
喜
び
と
幸
せ
を
感
じ
た

２
年
間
で
し
た
。
特
に
、
地
元

や
地
域
が
大
切
だ
と
感
じ
る
よ

う
に
な
り
、
今
後
は
地
域
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
み

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
卒
業
式
に
先
立
ち
「
介
護
予

防
に
取
り
組
も
う
」
と
題
し
、

石
上
学
長
に
よ
る
、
２
年
生
へ

の
特
別
講
義
＝
８
ペ
ー
ジ
に
掲

載
＝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
」
の
令
和
４
年
度
卒

業
式
が
10
月
24
日
に
新
潟
会
場
で
、
26
日
に
長
岡

会
場
で
、28
日
に
は
上
越
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
は
３
会
場
合
わ
せ
計
１
３
５
人
で
す
。
い

ず
れ
も
晴
れ
や
か
な
表
情
で
人
生
の
新
た
な
舞
台

へ
歩
み
出
し
ま
し
た
。

学
ん
だ

135
人 

晴
れ
や
か
に

３会場卒業式

激
励
を
は
な
む
け
に

石
上
学
長

上　越  通い慣れた高陽荘で卒業式晴れやか＝10月28日

学長式辞  贈る言葉は励ましと温かさに満ちて

長　岡  学び舎のアトリウム長岡で喜びの卒業＝10月26日

新　潟  学んだ１人１人に学長が修了証書授与＝10月24日

会場の卒業生   胸に去来する２年間の思い出
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赤い羽根赤い羽根 情 報赤い羽根
　
生
活
協
同
組
合
「
コ
ー
プ
デ

リ
に
い
が
た
」（
新
潟
市
）
が
、

１
月
か
ら
５
月
に
実
施
し
た

「
は
が
き
・
切
手
回
収
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
よ
る
募
金

５
３
８
万
３
４
５
５
円
を
10
月

24
日
、
県
共
同
募
金
会
へ
寄
付

し
ま
し
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
貧

困
や
い
じ
め
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
な

ど
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
を
目
的
に
、
組
合
員
か
ら

未
使
用
の
は
が
き
や
切
手
、
商

品
券
な
ど
を
募
集
。換
金
の
上
、

県
共
募
に
寄
付
し
ま
し
た
。
寄

付
金
は
貧
困
な
ど
に
苦
し
む
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
活
動
を
行

う
団
体
に
助
成
さ
れ
ま
す
。

　
新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
ユ
ニ

ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
は
、
コ
ー
プ
デ
リ
に
い
が

た
の
登
坂
康
史
理
事
長
が
県
共

募
の
佐
藤
明
会
長
に
寄
付
金
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
登
坂
理
事
長
は
「
こ
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
広
げ
、
続
け
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
佐

藤
会
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
生
活
困
窮
世
帯
の

生
活
支
援
な
ど
に
有
効
に
使
い

た
い
」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
大
学
進
学
の
た
め
、
県
外
で
１

人
暮
ら
し
を
始
め
た
日
か
ら
日
記

を
毎
日
、
書
い
て
い
る
。
ポ
ケ
ッ

ト
サ
イ
ズ
の
日
記
帳
に
１
日
５
、

６
行
程
度
だ
が
、
か
れ
こ
れ
15
年

以
上
続
い
て
い
る
。

　
先
日
、
部
屋
の
掃
除
つ
い
で
に

そ
れ
な
り
の
冊
数
に
な
っ
た
日
記

を
読
み
返
し
て
、
見
事
に
読
み
ふ

け
っ
て
し
ま
っ
た
。
大
学
の
学
友

た
ち
と
の
思
い
出
、
就
職
し
た
て

の
頃
の
失
敗
、
そ
し
て
、
悩
み
抜

い
て
決
め
た
新
潟
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン

―
。
30
代
も
半
ば
に
な
っ
た
自
分

の
人
生
の
お
よ
そ
半
分
が
そ
こ
に

は
詰
ま
っ
て
い
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
た
だ
懐
か
し
さ
に

浸
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
自
分
が

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
だ
け
だ
。

あ
の
と
き
も
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
悩

み
な
が
ら
も
乗
り
越
え
て
い
っ
た

こ
と
を
―
。
そ
ん
な
ふ
う
に
「
過

去
の
自
分
に
教
え
ら
れ
る
」
感
覚

が
得
ら
れ
た
こ
と
は
と
て
も
貴
重

な
時
間
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
世
の
中
に
は
「
未
来
に
目
を
向

け
ろ
」
と
い
う
人
が
た
く
さ
ん
い

る
。
そ
れ
が
大
切
な
こ
と
だ
と
は

理
解
し
て
い
る
が
、
た
ま
に
は
過

去
を
振
り
返
っ
た
っ
て
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
も
道
に
迷
っ
た
と
き

な
ど
、
時
々
は
過
去
の
自
分
に
会

い
に
行
き
、
教
え
を
請
う
こ
と
に

し
て
み
よ
う
。

�

　
（
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
）

過去の自分に教えられ

日　
　
記

ずず
～～
むむ

２
０
２
２

Vol.63

コ
ー
プ
デ
リ
に
い
が
た

は
が
き
切
手
回
収

538
万
を
県
共
募
へ募金を贈った登坂康史コープデリにいがた理事長（左

から４人目）。右隣は佐藤明県共募会長

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末

た
す
け
あ
い

�
 

―
25
日
ま
で
―

歳
末
た
す
け
あ
い

�
 

―
31
日
ま
で
―

　
募
金
活
動
へ
、
皆
様
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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県
と
県
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
が
主
催
し
た
大
会
は
、
児
童

福
祉
法
施
行
75
年
と
、
民
生
委

員
児
童
委
員
制
度
発
足
１
０
５

年
も
記
念
。
初
め
に
、
大
会
会

長
の
竹
内
希
六
県
社
協
会
長
が

「
福
祉
や
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
顕
在
化
す
る
中
で
、
地

域
共
生
社
会
を
目
指
し
制
度
や

分
野
の
垣
根
を
越
え
た
地
域
福

祉
活
動
に
皆
様
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
大
会
名
誉
会
長
の

花
角
英
世
県
知
事
あ
い
さ
つ

を
、
代
理
出
席
の
橋
本
憲
次
郎

副
知
事
が
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
社
会
福
祉
に
功
労

の
あ
っ
た
人
な
ど
を
表
彰
。
県

知
事
表
彰
に
24
人
と
里
親
１
組

が
選
ば
れ
、
代
表
し
て
長
岡
市

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
清

野
正
弘
さ
ん
が
表
彰
状
と
記
念

品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

続
く
県
社
協
会
長
表
彰
に

２
３
０
人
15
団
体
が
、
さ
ら
に

県
共
募
会
長
表
彰
に
は
30
人
10

地
区・団
体
、
２
校
が
選
ば
れ
、

代
表
が
壇
上
で
表
彰
状
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
被
表
彰
者
を
代
表

し
て
、
県
知
事
表
彰
の
清
野
さ

ん
が
「
受
賞
を
機
に
、
さ
ら
に

地
域
福
祉
の
発
展
の
た
め
一
層

の
努
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
謝

辞
を
述
べ
、
閉
幕
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
、
が
ん
の
日
本
の

第
一
人
者
、
日
本
対
が
ん
協
会

の
垣
添
忠
生
会
長
が
「
人
は
が

ん
と
ど
う
向
き
合
う
か
？
」
と

題
し
て
記
念
講
演
。
こ
の
中
で

氏
は
、
40
年
連
れ
添
っ
た
妻
を

が
ん
で
亡
く
し
、
喪
失
感
に
苦

し
ん
だ
後
に
前
向
き
な
人
生
を

取
り
戻
し
た
自
身
の
体
験
を
披

露
。「
人
間
は
弱
く
て
は
か
な

い
が
、
希
望
を
捨
て
ず
に
生
き

る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
訴
え
、

会
場
の
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

長
岡
市
で
第
72
回
「
県
民
福
祉
大
会
」

社
会
福
祉
の
向
上
誓
い
合
う

福祉功労者らを表彰
参加 650人  3 年ぶり規模復調

　
新
潟
県
内
の
社
会
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
第
72
回
「
新
潟
県
民
福
祉
大
会
」
が
11
月
10
日
、
長
岡
市

の
市
立
劇
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
収
束
し
な
い
も
の
の
、
社
会
の
動
き
が

「
感
染
前
」
に
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
受
け
、
大
会
規
模
を
ほ
ぼ
従
前
に
戻
し
て
開
催
。
県
内
各
地
か
ら

行
政
や
福
祉
関
係
者
ら
約
６
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

県知事表彰を受ける清野正弘さん

県社協会長表彰を受ける髙井一芳さん

県共募会長表彰を受ける島宗富美江さん

「
県
民
福
祉
大
会
」
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
竹
内
県
社
協
会
長
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新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
２
階

の「
図
書
情
報
ル
ー
ム
」（
通
称・

ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
）
が
お
薦

め
す
る
「
今
月
の
本
」。

伝
え
る
技
術
を
養
う

　
要
領
よ
く
話
す
の
が
苦
手
な

小
生
が
す
が
る
よ
う
に
手
に
し

た
の
は
「
１
分
で
話
せ
」（
伊
藤

羊
一
著
）。「『
伝
え
る
力
』
を

世
界
で
一
番
簡
単
に
習
得
で
き

る
こ
と
を
目
指
し
て
」
と
あ
り
、

期
待
で
き
そ
う
。
具
体
的
に
は

「『
結
論
』
→
『
根
拠
』
→
『
例
え

ば
（
実
例
）』
の
３
段
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
構
築
を
」「
伝
え
た
い
こ
と

を
表
す
『
超
一
言
』
を
」
な
ど
、

う
な
ず
け
る
内
容
ば
か
り
。

　
後
半
に
は
「（
プ
レ
ゼ
ン
で
）

相
手
が
動
く
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
す
べ
て
や
ろ
う
」「
そ
の

た
め
の
時
間
を
惜
し
む
な
」「
根

回
し
だ
っ
て
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
だ
っ
て
や
ろ
う
」
…
。

　
読
者
レ
ビ
ュ
ー
は
好
感
が
多

い
け
ど
、
結
構
、
努
力
が
必
要

み
た
い（
当
然
、か
）。ダ
イ
エ
ッ

ト
本
を
読
ん
で
も
何
も
し
な
い

こ
と
が
多
い
小
生
。
今
回
も
読

ん
だ
だ
け
で
終
わ
り
そ
う
。

死
は
「
夢
の
世
界
へ
」

　
死
へ
の
恐
れ
は
人
間
が
根
源

的
に
抱
い
て
い
る
と
い
う
。
そ

れ
に
あ
ら
が
い
「
死
は
こ
わ
く

な
い
」
と
題
し
た
本
書
。
著
書

が
、
政
治
や
経
済
、
医
療
な
ど

幅
広
い
テ
ー
マ
へ
の
緻
密
な
取

材
と
執
筆
で
「
知
の
巨
人
」
と

称
え
ら
れ
た
立
花
隆
氏
な
ら
、

ひ
も
と
い
て
み
た
く
な
る
。

　
小
生
、
高
校
時
代
に
読
ん
だ

女
性
小
説
家
（
故
人
）
の
一
文

が
今
も
頭
に
残
る
。
そ
れ
は
大

意
「
死
ぬ
の
は
怖
く
な
い
。
死

ぬ
と
き
に
、
こ
れ
で
終
わ
り
だ

と
思
う
こ
と
が
怖
い
の
だ
」。

こ
の
一
文
に
な
ぜ
か
共
感
し
、

若
い
頃
は
「
死
ぬ
の
は
怖
く
な

い
」
と
強
が
っ
て
み
せ
た
。

　
死
が
身
近
な
年
齢
に
な
る
に

つ
れ
、や
は
り
怖
さ
を
感
じ
る
。

何
が
怖
い
の
か
。
死
ぬ
と
き
に

「
何
を
後
悔
す
る
の
か
」
が
怖

い
気
が
す
る
。
そ
の
時
は
も
う

取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。
だ
か

ら
、
よ
け
い
無
念
に
思
い
、
そ

の
後
悔
に
苦
し
み
そ
う
だ
。

　
本
書
は
、
あ
と
が
き
に
あ
る

よ
う
に
、
死
や
臨
死
体
験
な
ど

に
関
し
た
、
自
身
の
講
演
や
寄

稿
、
対
談
を
第
１
～
３
章
に
ま

と
め
た
。
結
論
を
急
げ
ば
「
い

ざ
死
の
危
機
に
直
面
す
る
と

（
中
略
）
死
を
心
配
し
て
い
る

余
裕
な
ど
な
い
」「
死
ぬ
の
は

夢
の
世
界
に
入
っ
て
い
く
の
に

近
く
、
い
い
夢
を
見
よ
う
と
い

う
気
持
ち
で
自
然
に
死
ん
で
い

け
る
の
で
は
」
と
説
く
。

　
な
る
ほ
ど
怖
く
な
さ
そ
う
で

は
な
い
か
。
怖
く
て
死
に
損
ね

た
人
は
太
古
の
昔
か
ら
誰
も
い

な
い
の
だ
か
ら
。

　

令
和
４
年
最
後
の
月
、

師
走
を
迎
え
た
。
今
年
は

ニ
ュ
ー
ス
に
あ
ふ
れ
て
い

た
。
北
京
冬
季
五
輪
の
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
で
平
野
歩
夢

選
手
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に

沸
い
た
の
が
２
月
。
３
週

間
後
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
軍
事
侵
攻
を
開
始

し
た
。
４
月
、
北
海
道
で

遊
覧
船
が
沈
没
。
７
月
上

旬
、
白
昼
の
街
頭
で
元
首

相
が
銃
撃
さ
れ
た
。

　

夏
場
の
豪
雨
が
県
北
地

域
を
襲
っ
た
。
９
月
、
幼

稚
園
バ
ス
に
５
時
間
、
園

児
が
取
り
残
さ
れ
て
幼
い

命
を
失
っ
た
。
１
５
４
人

が
圧
死
し
た
韓
国
・
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
の
事
故
は
い
ま

だ
生
々
し
い
。

　

著
名
人
の
他
界
も
相
次

い
だ
。
英
国
女
王
エ
リ
ザ

ベ
ス
Ⅱ
世
、
石
原
慎
太
郎

さ
ん
。
渡
辺
裕
之
さ
ん
と

上
島
竜
兵
さ
ん
の
急
逝
に

は
絶
句
し
た
。
森
英
惠
さ

ん
、
三
宅
一
生
さ
ん
。
み

ん
な
の
ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
さ
ん
、

日
本
中
を
笑
わ
せ
て
く
れ

た
仲
本
工
事
さ
ん
…
。

　

新
年
へ
悲
し
い
ニ
ュ
ー

ス
の
連
鎖
は
断
ち
切
り
た

い
。
心
機
一
転
。
新
た
な

年
を
紡
ぎ
た
い
。�

（
佐
）

編
集
後
記

パレット新潟店営業日

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

12月2022年
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

１月2023年


